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食品 分析表 によれば，鶏 卵にはアスコルビ ン酸(ＡＳＡ)

は含 まれない。しかし，こ れを 孵卵し はし めると, AsA

は発生 にともなって出現する。 この事実を定量分析を行

なってたしかめた研究者もあるが，演者は硝酸銀を用い

てすでに報告し た組 織化 学的 な方法によって確かめた。

哺乳動物の成 体ではAsA の生合成は肝臓 のミクロブ

ームで行なわれ，鳥類・は虫類・両生類では腎臓 のミク

ロソームで行なわれることはすでに確か められてい る。

ところが演者はまだ腎臓が完 全にできあがらない幼胚す

なわち２日の孵卵ですでに見出され,   3 日, 4 日とAsA

はふえ，更 に５日になると著し くふえることを確かめえ

た。 AsA の出現部域 は眼房水 ，耳胞脳 室，体節の間,大

動 脈内 壁，神経 節などに著し い。 このAsA の所在は，

成 体のAsA の所在 とは異 り， 発生途上 の組織分化との

関連性 をもつこ とが考えられる。 そこでこの点を組織の

微細構造上 から考察し たい。

こ の研究は ＡＳＡ の生合成 の機構 を知 る上 にも役立つ

であろ う。


